日本語教育映画 : 基礎編 れんしゅうちょう ユニット5(第21巻～第25巻) by 国立国語研究所 & The National Language Research Institute
国立国語研究所学術情報リポジトリ



















































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　ゆ〉　　 　　 　 　 ぴん 　　 　　　　　　　　ある　　　　　　　ひだり
　　　　　　　　　　　　h｛　　　　歩くと、左がわに　こうじょうが　あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ります。
　　　ゾよういん　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　1．病院へ行く　とき、どうやって行きますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　2．やまださんの　うちへ行く　とき、どう　行ったら　いいですか。
　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しち
　3．ゆうびんきょくへ行きたいのですが、どう　行ったら　いいでしょうか。
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17
　　かい　わ
●会話の　れんしゅうを　しましょう。
　1．A：この　とけいは　いかがですか。
　　　　　　　　　　　　やす　　　　　　　　　　か
　　　B∵もうすこし　安ければ、買うんですが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　A：よかったら、ほかのも　見て　みませんか。
　　　　　　　　　　　　　やす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
　　　B：ええ、もっと　安いのが　あるなら、見て　みたいです。
　　　　　　1．カメラ、かるい
　　　　　　　　　　　　　　　　　
おと
　　　　　　2．テープレコーダー、音が　いい
　　　　　　　　　　　　　いろ
　　　　　　3．ズボン、色が　こい
　　　　　　4．かばん、じょうぶな
　　　　　　　　　　　　　いろ
　　　　　　5．テレビ、色が　きれい
⑭
　　　　あめ
匝：雨がふる
　　　　　　あめ
　　　→雨がふったら、どう　しますか。
　　　　　　　　　　　　い　　　　　タクシーで行く　つもりです。
　　　　だいがく　　　　　はい
　　1．大学に　入る
　　2．きらいな　欠が　うちへ来る
　　　　　　　　がっこう　　　　やす
　　3．あした　学校が休みだ
　　　　あたま
　　4．頭がいたい
　　　　みち
　　5．道が　わからない
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0　「～にも　かかわらず」「～のに」「～ても」「～けれども」
1　～にも　かかわらず　　　　≒のに
鷺難の魔が響二∵蕊ご三㌘にもかかわらず・
　　　　　　　　　　　のこ　　　　　　　　ん　残って　います。
2　～のに　一　⇔ので
（穀の訪　：わたしは策景に莱て当1・なるのに、あまり蘇
　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　を知りません。
（したまち下町）　　：こんなにたくさん蒙がある［コ、とても齢ね。
（とうふ崖の箭）：こんなに　草い［：コ、もう　この　お麓　あいて　いるわ。
（あさがおいち朝顔市）　　・覇草い□、欠がおおぜい莱ているわね．
3　～ても　　　　←〉～たら（～ば／～と）
（かい　　そう回　想）　　・纈があっても、k’kはよく井芦を覆ったわ。
（そばB）　　：ゆっくり㌻い□捲とかからないわ。
（せんべい崖）　：鵠が降っ［：］、行きましょうよ。
4　～けれども　　　≒が／しかし
　　　　　や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むかし
（せんべい屋）　：ずいぶん　いろいろな　おせんべいが　あるけれど、昔から
　　　　　　　　こんなに　いろいろ　あったんですか。
（せんべい皇）　：せんそうで†箭は　ほとんど　廃けて　しまった［：：］、
　　　　　　　　　　　　みせ　　　　　や
　　　　　　　　この　店は　焼けなかったんですよ。
（せんべい崖）　：菱わって　きて　いるんです［：：］、……でも、まだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のこ　　　　　　　　いろいろな　ものが　残って　います。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第23巻い裟ξ［㍊謬のに
②「～ても」
　　　　　　　　ある　　　　　　　　じゅっぷん
匝］：ゆっくり　歩きます。10分と　かかりません。
　　　　　　　　　ある　　　　　　　　じゅっぷん
　　　→ゆっくり歩いても　IO分と　かかりません。
　　　あめ　　　　　ふ　　　　　　　　　　い
　1．雨が降ります。行きましょう。
　　　→
　　　すいどう　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたし　　　　　　　　　　　　い　ど　　　　　つか
　2．水道がありました。私は　よく　井戸を使いました。
　　　→
　　　たか　　　　　　　　　　か
　3．高いです。買います。
　　　→
　　　ふゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　4．冬です。セーターを着ません。
　　→
③「～のに」
匝］：こんなに　たくさん　豪が　あります。とても　静かです。
　　→こんなに　たくさん　蒙が　あるのに、とても　轟かです。
・．策景に来てもう三箪になります．あまり籟を鋤ません。
　　→
　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　2．さっき　呼びました。まだ来ません。
　　→
　　　　　　　あさ　　はや　　　　　　　　ひと
　3．まだ朝早いです。人がおおぜい　います。
　　→
　　　　　　し　がつ
　4．もう　四月です。ちっとも　あたたかく　なりません。
　　→
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④　「～ので」→「～のに」
　　　　　　　　　　　　　　　　　べんきよう
匝：あした　しけんが　あるので、勉強して　います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺんきょう　　　→あした　しけんが　あるのに、勉強して　いません。
　　　あめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で
　1．雨がふって　いるので、出かけません。
　　　→
　　　　　　　　　　　　　　がづこう　　　　やす
　2．かぜを　ひいたので、学校を　休みました。
　　　→
　3．まだ　藁いので、セーターを　嘉て　います。
　　　→
　4．罫薗）（なので、自釆ラ（の　ように　藷せません。
　　　→
⑤　「～たら（～ば／～と）」→「～ても」
　　　　やす　　　　　　　　　　　　　か
囮：安かったら、買いたいです。
　　　　　　やす　　　　　　　　　　か
　　　→安くても、買いたく　ないです。
あめ　　　　　　　　　　　　　　　　い
　1．雨がふったら、行きたく　ないです。
　　　→
　2．夏に　なったら、涜ぎに　着く　つもりです。
　　　→かね
　3．お金が　なければ　こまります。
　　　→
　　　　　　　　　　　な　まえ　4．けっこんすると、名前がかわります。
　　　→
22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第23巻い琶銃㍊謬のに
⑥
　　　あさ　　はや　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　き
匝］：朝　早いのに　人が　おおぜい　来て　います。
　　　　　　　　　に　ほん　ご　　　　ぺんきょう　　　　　　さんねん
　1．わたしは　日本語を　勉強して　三年に　なるのに、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
o
　　　　　　　みせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すこ　　　　　たか
　2．あの　店は　とても　おいしいから、少し　高くても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　きょう　と　　　　　い
　3．わたしは　まだ京都へ行った　ことがありませんけれども、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　とうきょう　　　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たか　　　　　　す
　4．東京は、物のねだんがたいへん高くて住みにくいです。それにも
　　　かかわらず、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
⑦
　　　　　　ふゆ　　　　　　い　　と　　　　　　みず
［EIIS］：A：冬は、井戸の　水は　つめたいでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　ふゆ　　　　　　　　い　と　　　　　みず　　　　　つか
　　　B：ええ、でも　わたしは、冬でも、井戸の水を使いました。
　　　　　　　　みせ　1．A：その店は　とおいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷん　　　B：ここから　すぐです。ゆっくり　　　　　　　　　、10分と
　　　　　かかりません。
　　　　　　　　　　とうきよう　　　　　　　　　　し
　2．A：Bさんは　東京を　よく　知っていますか。
　　　　　　　　　　　　　　とうきよう　　　　き
　　　B：いいえ、わたしは東京へ来て　　　　　　　　　　　、
　　　　　　とうきょう　　　　　　　　　　　　し
　　　　　東京を　あまり　知りません。
　　　　　　したまち　　　　　　　　　　　　　　か
　3．A：下町も　ずいぶん変わりましたね。
　　　B：ええ、　　　　　　　　　　　、　（でも）、まだ　いろいろな
　　　　　ものが　のこって　います。
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⑧ビデオテープをみて　こたえましよう。
　　　　　　　　　ばめん
　1．ビデオ　1の場面
　　　とうきょう　　　　　　　　　　　　　　　　　だい　と　かい
　　　東京が　このような　大都会に　なったにも　かかわらず、
　　　→
　　　　　　　　　ばめん
　2．ビデオ　Vの場面
　　　　　　　　　　　　　　いえ
　　　こんなに　たくさん　家が　あるのに、
　　　→
　　　　　　　　　ばめん
　3．ビデオ　咀の場面
　　　　　　　か　　　（ええ、）変わって　きて　いるんですけれど、
　　　→
　　　　　　　　　ばめん
　4．ビデオ　皿の場面
　　　あめ
　　　雨が　ふっても、
　　　→
⑨
1’
　　　　　　　　　　　　　　　まだ　あさでは　ありませんでした。
　2．　　　　　　　　　ハイキングに　いきました。
　　　習駕わたしはとても＿、
　　　　　　　　　　　　　　　たなかさんは　げんきそうです。
3’ 濃哩　一・しんかんせんにまにあいません゜
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第23巻い琶ξ［鶉謬のに
　　　　　　　　　　　　なか⑩［＝：：＝：］の　中から　てきとうな　ものを　えらんで、〔　　　〕の
　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　いっかい　　　　　　　つか
　　中に　かきなさい。一つの　ことばは　一回しか　使っては　いけません。
　　　しかし、そこで、それから、それで、それに、だから
　1．まず　お等へ着きました。〔　　　〕箭を　寡いて　負い楊を　しま
　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっこう　　　　やす
　2．すこし　ねつがあります。〔　　　〕学校は休みません。
　　　　　　　まち　3．「きのう　町でパスポートを　おとして　しまいました。」
　　　「〔　　　〕　あなたは　どう　したのですか。」
　　　　　　　　　　　　　あたま　4．きょうは　あさから　頭がいたいです。〔　　　〕ねつも　あります。
　　　　　　　　　　　　とうきょう　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさ　こ
　5．わたしは　あまり東京を知りません。〔　　　　〕正子さんと　いっ
　　　　　　　とうきょうけんぷつ
　　　しょに　東京見物を　する　ことに　しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いちにち　6．あした　テストがあります。〔　　　　〕きょうは一日じゅう
　　　　　　　　ぺんきよう
　　　うちで勉強する　つもりです。
　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか
●　［：：］の　中から　てきとうな　ものを　えらんで、〔　　　〕の　中に
　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　いっかい　　　　　　つか
　　かきなさい。一つの　ことばは　一回しか　使っては　いけません。
　　　ぜひ、たとえば、なかなか、はじめて、ほとんど、よく
　　　　　　　　　　　　　
べぐきょう
　1．いっしょうけんめい　勉強して　いるのに〔　　　　〕じょうずに　な
　　　りません。
　　　　　　　　てん　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
　2．きょうは　天気がいいので、ふじさんが〔　　　　〕見えます。
　3．わたしは　自朱へ莱て、〔　　　　〕さくらを　見ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　4．あしたのパーティーへは　〔　　　　〕来て　ください。
　5．きょうの　しゅくだいは　〔　　　　〕おわりました。
　　　　　　　　　　　　　　　なん　　　　　　　す
　6．わたしは　スポーツなら　何でも　好きです。〔　　　　〕テニスや
　　　　　　　　　　すいえい
　　　ピンポンや水泳などを　よくやります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　モ
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0「うけみ」
　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
　1．子どもが　どろぼうを　見ました。
　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　み
　　　　→どろぼうは　子どもに　見られました。
　　　　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　　かね
　2．どろぼうが山田さんの　お金を　とりました。
　　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね
　　　　→山田さんは　どろぼうに　お金を　とられました。
　　　　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　いえ　　　　　はい
　3．どろぼうが　山田さんの　家に　入りました。
　　　　→笛苗さんは　どろぼうに　蒙に　叉られました。
　　　　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　4．けいかんが　山田さんに　はなしを　聞きました。
　　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　→山田さんは　けいかんに　はなしを　聞かれました。
　5．どろぼうが　きんこを　こわしました。
　　　　→きんこは　どろぼうに　こわされました。
②「～すると、～した」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かねすきまから　のぞきました。どろぼうがお金を　とりだして　いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね　　　　→すきまから　のぞくと、どろぼうがお金を　とりだしていました。
③「～（よ）うと　する」
　　　笑きな　芦を　由そうと　しました。でも　こわくて　動けませんでした。
　　　　→笑きな芦を　由そうと　しましたが、こわくて動けませんでした。
　　　　　　　　かたち
④　「うけみ」の形
　　き　　　　　　き
　聞く→聞かれる　　　　　　かむ→　　　　　　おこる→
　　　き
　切る→　　　　　　　　　　みる→　　　　　　　あける→
　たべる→　　　　　　　　する→　　　　　　くる→
28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第24巻　おかねをとられました
⑤「うけみ」（1）
㊥淳どもがどろぼうを見ました．→どろぼうが享どもに見られま
　　　した。
　　　せんせい　　　　がくせい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がくせい
　1．先生は学生を　しかりました。→学生は
　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　2．やましたさんは　わたしを呼びました。→わたしは
　　　　とう　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ
　3．お父さんは子どもを　ほめました。→子どもは
　　　いぬ　　　　おとこ　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おとこ　　　こ
　4．犬が男の子に　かみつきました。→男の子は
　　　おんな　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　みち
　5．女の人がわたしに　道を　ききました。→わたしは
⑥「うけみ」（2）
　　　　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　かね
匝］：どろぼうが　山田さんの　お金を　とりました。
　　　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね
　　　→山田さんは　どろぼうに　お金を　とられました。
　　　おとうと
　1．弟は　わたしの　カメラを　こわしました。→わたしは
　　　　　　　　　　　　　　　あし　2．だれかが　いしださんの　足を　ふみました。→いしださんは
　　　　　　　　　　　　ほん
　3．ねこが　わたしの本を　きたなく　しました。→わたしは
　4．すりがわたしの　さいふをすりました。→わたしは
　　　あに　　　　おとうと　　　あたま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おとうと
　5．兄が弟の頭を　たたきました。→弟は
⑦「うけみ」（3）
囮：ネズミはネコに穀されました．→ネコはネズミを穀しました。
　　　がくせい　　　　せんせい
　1．学生は　先生に　おこられました。→
　　　　　　　　　　いぬ
　2．どろぼうは　犬に　かみつかれました。→
　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そだ
　3．あの子は　おばあさんに　育てられました。→
　4．子ど．もに　ガラスを　わられました。→
　　　　　　　　　 かね　5．だれかに　お金を　とられました。→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
⑧「～すると、～した」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね　　　　　　　　　　だ
匝］：すきまから　のぞきました。どろぼうがお金をとり出して　いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かね　　　　　　　　　　だ
　　　→すきまから　のぞくと、どうぽうが　お金を　とり出して　いました。
　　　いえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て　がみ
　1．家へかえりました。手紙が　きていました。
　　　→
　　　　　　　あ　　　　　　　　　　とり　　　　　　　　こえ　　　　　き
　2．まどを　開けました。鳥の　なき声が　開こえて　きました。
　　　→
　　　はやし　　　　　なか　　　　　はい　　　　　　　　　　　　ちい　　　　　　　　　　みゃ
　3．林の　中に　入りました。小さい　お宮が　ありました。
　　　→
　　　すこし　　　　かんが　　　　　　　　　　　もんだい
　4．少し　考えました。問題の　ときかたが　わかりました。
　　　→
　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　ゆきぐに
　5．トンネルを　出ました。そこは　雪国でした。
　　　→
⑨　「～（よ）うと　する」
　　　　おお　　　　　　こえ　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うご
囮：大きな声を出そうと　しました。でも、こわくて動けませんでした。
　　　　　　おお　　　　　　こえ　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うご
　　　→大きな　声を　出そうと　しましたが、こわくて　動けませんでした。
　　　　　　　　　　　いえ　　　　　はい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いぬ
　1．どろぼうが家に　入ろうと　しました。犬に　ほえられて　にげました。
　　　→
　　　　き　しゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
　2．汽車の　なかでおべんとうを　食べようと　しました。はしがありま
　　　せんでした。
　　　→
　　　とも
　3．友だちと　テニスを　しようと　しました。ラケットが　こわれて　いま
　　　した。
　　　→
　　　　　　　　か　4．きっぷを　買おうと　しました。でも　さいふがありませんでした。
　　　→
30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第24巻　おかねをとられました
　　かい　わ　　　　　　れんいめ
⑩会話の練習を　しましょう。
　1．A：どう　したんですか。
　　　B：スミスさんに　ぶたれたんです。
　　　A：それは　たいへんでしたね。
　　　　　　　いぬ
　　　　　1．犬、かむ
　　　　　　　ちぢ
　　　　　2．父、おこる
　　　　　　　　　　　　　はい
　　　　　3．どろぼう、入る
　2．A：どうか　したんですか。
　　　　　　　　　　　　　かね
　　　B：どろぼうに　お金を　とられて　しまいました。
　　　A：それは　たいへんですね。
　　　　　1．すり、さいふ、する
　　　　　　　こ　　　　　　あし
　　　　　2．子ども、足、ふむ
　　　　　3．だれか、じてんしゃ、こわす
　　　　　　　とも　　　　　　たか
　　　　　4．友だち、高い　おさけ、のむ
　　　　　　　　　　　　　　　た　　　　　5．ネズミ、チーズ、食べる
　　　　　　　　　なに
　3．A：だれに　何を　されましたか。
　　　B：どろぼうに　きんこを　ぬすまれました。
　　　A：そうですか。
　　　　　　　　　　　　　いえ　　　　　はい
　　　　　1．どろぼう、家に　入る
　　　　　　　いぬ　　ふく
　　　　　2．犬、服を　くいちぎる
　　　　　　　こ　　　　　　　いし
　　　　　3．子ども、石を　なげる
　　　　　　　はは　　　にっ　き　　　　　　　よ
　　　　　4．母、日記を　読む
　　　　　　　せんせい　　　　　　　　　　　　き
　　　　　5．先生、いろいろ　聞く
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　か0　ビデオテープを　きいて、［：］の　中に　書きなさい。
　　手ども：よなかにへんな［＝コロので、｝まくは自がさめまし
　　　　　　た。
　　　　　　芦の　すきまから　のぞくと、［：二二＝コが　きんこを　あけて
　　　　　　［：：：：］を　とりだして　いました。
　　けいかん：ええと、［：二：：：：：：コ？
　　やまだ　：やまだ　いちろうです。
　　けいかん：ふんふん、ここから、どろぼうに　［：：：：：：：］んですね。
　　けいかん：ほほう、かぎが［：：：：：：：］　いますね。
　　　　　　　そして、きんこを　［：：：：：：：］　のですね。
　　けいかん：［：：二：］　とられた……。
　　　　　　　［：：：：：：：：］　とられましたか。
　　　　　　　はなし　　　　かんが
⑫ビデオの話を考えて、つぎの　しつもんに　こたえなさい。
　　　　やま　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なに
　1．山田さんは　どろぼうに　何を　とられましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　やま　だ　2．どろぼうは　どのようにして　山田さんの　いえに　はいりましたか。
　3．どろぼうは　つかまえられましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　㍍三罪鷲陽鑑
　　　　　　　　　　　　鋤が物窒寺・た綱
1すっ二んレきの　VRしん
功η±んザ　．孝　U枚L）ts
　　　　　　　　　　　店ヒ　って、孝あ　b－　ilし字輪」
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0　「うけみ」
　　　あめ　　　　　ふ
　1．雨が降りました。わたしは　こまりました。
　　　　　　あめ　　　　　ふ
　　　→雨に　降られて、こまりました。
　　　わか　　　　ひと　　　　　　　　　　うた　　　　　　　　　　うた
　2．若い　人が　この　歌を　よく　歌って　います。
　　　→この　歌は　碧い　芙に　よく　［二：：：］　います。
　　　　　ねん　　　　　　　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おこな
　3．4年に　1度、オリンピックを行います。
　　　→4挙に　1度、オリンピックが［：：コます。
②　「～し、～し」
　　　　　　　　あめ　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　かぜ　　　　　　ふ
　1．きょうは　雨が降って　います。風も　吹いて　います。
　　　　　　　　　　　あめ　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カトぜ　　　　　　ふ
　　　→きょうは雨が降って　いるし、風も　吹いて　います。
　　　　　　　　　　　　ひろ　　　　　　　　　えき　　　　　　　とお　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　や　だい　　　　　やす
　2．この　アパートは広いです。駅まで遠く　ありません。部屋代も　安
　　　いです。
　　　　　　　　　　　　　　　ひろ　　　　　えき　　　　　　とお　　　　　　　　　　　へ　やだい
　　　→この　アパートは　広いし、駅まで遠く　ないし、部屋代も
　　　　　　やす
　　　　安いです。
　3．この　ホテルは　静かです。蔀虚が　きれいです。また　莱たいです。
　　　→この　ホテルは　静かだし、蔀農も　きれいだし、また　粂たいです。
　4．きょうは　冒薩自です。芙気が　いいです。どこも　Xで　こんで　いま
　　　す。
　　　　　　　　　　　にちようぴ　　　　　　てんき　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
　　　→きょうは　日曜日だし、天気も　いいし、どこも　人で　こんで
　　　　　います。
③　「～たびに」
　　　　あき　こ　　　　　びよう　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぱい
　1．明子に　病気されました。その　ときは　いつも　心配しました。
　　　　　　　あき　こ　　　　　　びよう　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんじまい
　　　→明子に　病気される　たびに、心配しました。
　　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっこう　　　　やす
　2．あの人は　かぜを　ひきます。そのときはいつも　学校を休みます。
　　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がっこう　　　　やす
　　　→あの　人は　かぜを　ひくたびに、学校を　休みます。
34
④　「うけみ」（1）
　　　　あめ　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あめ　　　　　　ふ
口：雨が降りました。それでこまりました。→雨に降られて、
　　　　　こまりました。
　　　あか
　1．赤ちゃんがなきました。それでねられませんでした。→
　　　とも　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　ぺんきょう
　2．友だちが来ました。それで勉強できませんでした。→
　　　ちぢ　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はは　　　　　く　ろう
　3．父が死にました。それで母は　苦労しました。→
　4．みんなが　わらいました。それで　はずかしかったです。→
　　　いそが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　びょう　き
　5．忙しい　ときに、子どもが病気しました。それでたいへんでした。→
⑤　「うけみ」（2）
　　　　わか　　　　ひと　　　　　　　　　　うた　　　　うた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うた　　　　わか　　　　ひと
匝］：若い　人が　この　歌を　歌って　います。→この　歌は　若い人に
　　　　　うた
　　　　　歌われて　います。
　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばんぐみ　　　　　　　　　　　み
　1．子どもが　この　テレビ番組を　よく　見ています。→
　　　　せかいじゆう　　　　ひとびと　　　　　　　　　　はなし　　　　し
　2．世界中の人々がこの話を知って　います。→
　　　ひとびと　　　　　　　　　　　　　　あい
　3．人々がパンダを　愛して　います。→
　　　　　　　　　ひと　　　　　　　　　　ほん　　　　　よ
　4．おおぜいの　人が　この本を　読んで　います。→
　　　　　　　　　　　き　　　　　たいせつ
　5．みんなが　この　木を　大切に　して　います。→
⑥　「うけみ」（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おこな匝］：パーティーを　あした　ここで行います。→パーティーは　あした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おこな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここで行われます。
　　　　　　　　らいしゆう　　　　　　　　　へ　や　　　　　おこな
　1．しけんを　来週　この　部屋で行います。→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら　2．パーティーを　きのう　ここで開きました。→
　　　あたら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とうきょう　　　　　う
　3．新しい　たばこを　東京で売って　います。→
　　　　　　　　　　　　まいしゅう　　もくようぴ　　　　はっこう
　4．この　ざっしを　毎週木曜日に　発行します。→
　　　　　　　　　　　　　　ねん　　　　　　　　　　　　　　　ひら
　5．オリンピックを　1988年に　ソウルで開きます。→
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⑦　　「～し、　～し」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきこ匝：おとうさんは　いませんでした。それに　明子には　なかれました。
　　　それでほんとうに　こまりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あき　こ
　　　→おとうさんは　いないし、明子には　なかれるし、
　　　　　ほんとうに　こまりました。
　　　あき　　　　　はれ　　　　　　　ひ　　　　　おお　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　おん　　　　たか
　1．秋は　晴れる　日が　多いです。それに　気温も　高く　ありません。
　　　りよこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　きせつ
　　　旅行には　とても　いい　季節です。
　　　→
　2．この　ぬのは　きれいです。それに　じょうぶです。それで
　　　　　　　う
　　　よく　売れて　います。
　　　→
　　　いのうえ　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと
　3．井上さんは、あかるい　人です。それに　スポーツは　なんでも
　　　　　　　　　　　　　　　　　あい　　　できます。それで　みんなに　愛されて　います。
　　　→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
⑧　「～たびに」
　　　　　あき　こ　　　　　びょう　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぱい
匝工］1明子に病気されました。そのときは　いつも、心配しました。
　　　　　あき　こ　　　　　びょう　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんぱい
　　　→明子に病気される　たびに、心配しました。
　　　　に　ほん　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょう　と　　　　　い
　1．日本に　来ます。そのときは　いつも　京都へ行きます。
　　　→
　　　がいこくりよこう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しゃしん
　2．外国旅行を　します。そのときは　いつも　写真を　たくさん　とります。
　　　→
　　　やました　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなし
　3．山下さんと　会います。そのときは　いつも　あなたの　話を　します。
　　　→
　　　ゆき
　4．雪がふります。そのときは　いつも　スキーが　したく　なります。
　　　→
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第25巻　あめにふられてこまりました
⑨　「うけみ」
　　　　　　　　　ばん　　　　　　　　　　　　　た
　A「きのうは　晩ごはんが　食べられなかったよ。」
　B「どうして。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　A「しまって　おいた　さかなを　ネコが　食べて　しまったんだ。」
　B「どこに　しまって　おいたんだい。」
　　　　と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
　A「戸だなに　しまって　おいたんだけど、ネコが　開けたらしい。」
　B「ふ一ん。どこの　ネコだい。」
　A「Cさんが　かって　いる　ネコだ。」
　B「あのネコか。あのネコなら、ぼくのおかずを　とったことも　ある。」
　　　　　　　　　ちゆうい
　A「Cさんには　注意した　ことが　あるんだけどね。」
　　　　　　　　　　　なに　B「Cさんは　ネコが何か　とって　くると、ネコを　ほめるんだろう。」
　　　　　　　なに　A「ネコが何か　わるいことを　する　たびに、Cさんには　いうんだよ。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　あ　B「そうすると、Cさんは『この　ネコは　戸を　開けるのが　うまい』
　　　　　　　　ひと　　などと　いう人だから　ほんとうに　こまって　しまうね。」
　　　　　　き　A「よく　気を　つけようね。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た匝口：Aさんは　しまって　おいた　さかなを　食べましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た
　　　→いいえ、ネコに　さかなを　食べられて　しまいました。
　　　　　　　　と　1．Aさんは　戸だなを　しめて　おきましたか。
　　　→はい、でも　Aさんは
　　　　　　　　　　　　　　ひと　2．ネコには　かって　いる　入が　いますか。
　　　→はい、ネコは　Cさんに
　3．ネコは　Bさんの　おかずも　とった　ことが　ありますか。
　　　→はい、Bさんも
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　　　　　　　　　　　　　 ちゆうい　4．Aさんは　Cさんに　注意しましたか。
　　　→はい、Cさんは
　　　　　　　なに　5．ネコが何か　とって　くると、Cさんはおこりますか。
　　　→いいえ、ネコは
　　　　　　　なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　6．ネコが何かする　たびに、Cさんは　どっ　なりますか。
　　　　　　　　なに　　　→ネコが何か　する　たびに、Aさんから
　7．Bさんは　なぜこまって　しまうのですか。
　　　　　　　　　　なに　　　　　　　ざ
　　　→Cさんに　何か　いっと、Cさんに
⑩　「～し、～し」
匝：繰では、鑓もするし、鞠もするし、いそがしいです。
　　　とうきよう
　1．東京には　　　　　　　　　　　べんりです。
　　　　か　ぶ　き
　2．歌舞伎は　　　　　　　　　　　　みたいです。
　3．苗苗さんは　　　　　　　　　　　いいXです。
　4．この　カメラは　　　　　　　　　たいへん　いい　カメラです。
　5．自筆は　　　　　　　　　　　　　お窒が　かかります。
0　「～たびに」
　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　き
口：おじさんは　うちに　来る　たびに　ケーキを　買って　来ます。
　1．子どもがなく　たびに　　　　　　　　　　。
　　　しゆくだい
　2．宿題が　でる　たびに　　　　　　　　　　　。
　　　くに　　　　かえ
　3。国へ帰る　たびに　　　　　　　　　　　。
　　　たいじゆう
　4．体重を　はかる　たびに　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　じ　どうしや　　　　はつばい
　5．あたらしい　自動車が発売される　たびに　　　　　　　　　　。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第25巻あめにふられてこまりました
　　かい　わ　　　　　　れんしゆう
⑫会話の練習を　しましよう。
　　　　　　　　　かえ　　　　　　　　　　　あめ
　　匝］：うちへ帰る　とき、雨がふる。
　1．A：きのうは　ひどい　めに　あいました。
　　　B：どう　したんですか。
　　　　　　へ　　　　　　　かえ　　　　　　　　あめ　　　　　ふ
　　　A：っちへ帰るとき、雨に　降られて、たいへんでした。
　　　B：それは　こまったでしょうね。
　　　　　　　よる　　　　　　　　　　　　あか　　　　　　　　　　な
　　　　　1．夜、となりの赤ちゃんが泣く
　　　　　　　べんきよう　　　　　　　　　　　　　　　とも　　　　　　　　あそ　　　　　　　く
　　　　　2、勉強している　とき、友だちが遊びに　来る
　　　　　3．夜箪に、どろぼうが　叉る
　2．A：きのうの　パーティーは　どうでしたか。
　　　B：よかったですよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひと　　　　　あ　　　　　たべものは　おいしかったし、いろいろな　人に　会えたし……。
　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　A：そうですか。わたしも　行きたかったのですが。
　　　　　1．きのうの　コンサート、オーケストラは　すばらしい、
　　　　　　　コンサートホールも　りっぱ
　　　　　　　　　　あいだ　　　　　　　　　りよこう　　てん　き
　　　　　2．この間の　バス旅行、天気が　いい、
　　　　　　　けしきも　きれい
　　　　　　　ほっカトいとこう
　　　　　3．北海道すずしい、
　　　　　　　やま　　　　うみ
　　　　　　　山も　海も　すばらしい
　3．A：どうか　したんですか。
　　　B：いえ、だいじょうぶです。
　　　　　　　　　　た　　　　　ごはんを　食べる　たびに、ちょっと　おなかが　いたく　なるんで
　　　　す。
　　　　　　　　　さけ　　　　の　　　　　き　も　　　　　　わる
　　　　　1．お酒を　飲む、気持ちが悪くなる
　　　　　　　　がっこう　　　　　く　　　　　ねつ　　　　　で
　　　　　2．学校へ　来る、熱が　出る
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　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　なか　　　　　か
●　ビデオテープを　聞いて、［二］の　中に　書きなさい。
　　あき　　こ
　　明子：おとうさんは？
　　苺　　：［：二：：：二：：コ　由かけたんですよ。
　　　　　すぐ［＝＝＝］。
　　　　　　きょうは、うちで　多ごはんを　［：二：：：：二：：：＝］。
　　あき　　こ
　　明　子：ええ。
　　はは　　　　　　　いつ
　　母　　：五つの　ときでした。
　　　　　　よなかに萌子のなきfで［＝＝］、ひたv・をさわって
　　　　　　　　　　　　　　ねつ　　　　　　みると、すごい　熱でした。
　　　　　　おとうさんは　［：：ニコ、萌子には　［二：：二：1、
　　　　　　ほんとうに　［：二：：：二］。
　　あき　　　こ　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きゃく
　　明　子：あなたを　待って　いる　とき一、ほかの　お客さんに
　　　　　　［：：：二ニコ　こぼされて　　、スカートを
　　　　　　一　。
　　貰芙：ちょうど　そこへぼくが行った　ものだから一
　　　　　　とても［＝＝＝：二＝＝］。
⑭ビデオの器を署えて、［］の箪に善きなさい。
・溺手さんは［＝：＝＝騒をkkさん｝・［＝コました．
2．おかあさんは［＝コ繕されるたび｝・、端しました．
3．ポチに［＝、瞬さんは懇しくて［＝＝］。
4．萌子さんと貰芙さんが麟へkったとき、ilGに［：＝＝コ。
　5．萌子さんと　套う　自、貰芙さんは　婆柱で　［：：］　おこられて、
　　　きっ譜で［＝＝］おこられてしまいました。
　　　　　『日本語教育映画　基礎編』　作成関係者
（指導・助言）　日本語教育映画等企画協議会委員　（所属は在任当時のもの）
　　池尾ス　ミ　（米加十一大学連合日本研究センター）
　　石田敏子　（国際基督教大学）
　　今田滋子　（国際基督教大学）
　　木村宗男　（日本語教育学会）
　　工藤　　浩　（国立国語研究所）
　　窪田富男　（東京外国語大学）
　　斎藤修一　（慶徳義塾大学国際センター）
　　佐久間勝彦　（東京外国語大学）
　　杉戸清樹　（国立国語研究所）
（企画）国立国語研究所日本語教育センター関係者（在任当時関係者も含む）
　　野元菊雄　　南　不二男　　川瀬生郎　　日向茂男　　田中　望
　　清田　潤　　中道真木男　　林　　大　　武田　祈　　水谷　修
（制作）日本シネセル株式会社
　この『練習帳』の企画・校閲・編集は国立国語研究所日本語教育センター
日本語教育指導普及部教材開発室の日向茂男、清田潤が担当した。全巻に渡
っての企画・校閲には中野泰子（アジア学生文化協会留学生日本語コース）、
野村美知子（アジア学生文化協会留学生日本語コース）の両氏に多大な協力
を得た。また印道緑、清地恵美子、戸川さやかの各氏に企画時の補助をお願
いした。
　このユニット5の原案執筆・検討には中野泰子、丸山敬介、森由紀、森戸
規子、石原恵子、杉山太郎の各氏に助力を仰いだ。
